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刺しゅう枠の移動
・ カーソルが刺しゅう枠内にあるときは、刺しゅ
う枠は青くハイライト表示されます。

・ 指定の場所をマウスでクリックすると、画面
上および刺しゅう機上の刺しゅう枠は、その
位置に移動します。

デザインのサイズをチェックする
・ デザインと布の位置を確認します。
・ フレームのコーナーは、円で囲まれた形で表
示されます。

・ 円を順番に時計回りでクリックしていくと、刺し
ゅうすべき部分の読み取りがなされ、４ヶ所で
チェックされます。

・ フレームのコーナーは、また<<F5>>、<<F6>>
、<<F7>>、<<F8>>キーで、それぞれ選択でき
ます。

・ メガフープをお使いのときは、 <<F5>>から
<<F8>>キーを使ってコーナーを確認して下さ
い。フープを上下のコーナーに移動できます。

刺しゅうする順番を変える/刺しゅ
うする色の順番を手動で変更す
る方法
1. 刺しゅうの順番のコントロール
・ 刺しゅう中のデザインは、矢
印キーを使って１針ずつ移動
することができます。

・ <<Ctrl>>キーを一緒に押す
と、１０針ずつ移動することが
できます。

・ <<PageUp>> 
<<PageDown>> キーを一
緒に押せば、１００針ずつ進め
ることができます。

・ アイコンをもう一度クリックす
ると、刺しゅう枠はデザイン
の最初のステッチに戻りま
す。

2. 糸切れのときに表示されます。
・ アイコンをクリックすると、刺し
ゅう枠は自動的に１番最後に
縫った位置に戻ります。（糸
切れ等の事故が起こる直前
のところです。）

・ 刺しゅうを再開する前に矢印
キーを使って５－６針戻して
下さい。

3. 刺しゅうの順番はお好みで選択
可能です。
・ 機能を選びます。
・ 希望する糸こまのイラストをク
リックします。

保存中の刺しゅうの位置
・ 刺しゅうの順番コントロール機能が起動して
いて、刺しゅうを実際に始めているときにの
み、見ることができます。

停電などで刺しゅうを余儀なく中断された場合
には：
・ パソコンと刺しゅう機をオンにします。
・ エディターライトをスタートさせて、「ＥＣオン
ＰＣ」をスタートさせます。（P71参照）

・ 刺しゅうする順番のコントロールをクリックし
ます。

・ そのアイコンの横に現れる矢印をクリックす
ると、刺しゅう枠は最後に縫った位置まで戻
ります。

・ 縫い始める前に、５－６針戻して縫い始めま
す。

刺しゅう枠をチェックする
・ カーソルを刺しゅう用アームに当てます。
・ 刺しゅう用アームが青く表示されます。
・ アームをクリックすると、刺しゅう枠が移動し
て、画面に表示されます。

順番を飛ばされてしまった色は、画
面上では、すでに刺しゅうされた色と
して空の糸こまで表示されますが、
アイコンをクリックすれば、選択可能
です。最後に使った色部分の刺しゅ
うが完成していない場合は、スター
ト・ストップアイコン上に緑のチェッ
クマークが入ります。この緑のチェッ
クマークにカーソルを合わせてクリ
ックすると、マークは消え、他の色を
刺しゅうすることができます。
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接続のエラー
刺しゅう中に接続に問題が生じた場合は、パソ
コンとコードのイラストが赤く変わります。

USBケーブルが正常に接続されていても、自
動的に接続が確認されない（パソコンとケーブ
ルがグレーに表示）ときは、以下の方法でチェッ
クして下さい。
・ ＥＣオンＰＣを、「閉じる」をクリック
するか、または<<Alt>>キーと
<<F14>>キーを押して閉じて下さ
い。

・ 全てのコードの接続をチェックします。
・ ミシンの電源を一旦オフにしてから、もう一
度オンにします。

・ USBコードを一旦抜いてから、また接続しま
す。

・ パソコンの電源を一旦オフにしてから、もう一
度オンにします。

・ ミシンへの書き込み」をクリックして、ＥＣ
オンＰＣをもう一度スタートします。

・   「保存中の刺しゅうの位置」をクリックし
ます。（保存中の刺しゅうの位置については、
７６ページをご覧下さい。）

糸通しのための刺しゅう枠移動
・ 刺しゅう枠が針に近過ぎて、糸通しができな
いときは、刺しゅう枠を移動することができ
ます。

ポジション１
・ カーソルでアイコンをクリックするか、または
<<F9>>キーを押します。

・ 刺しゅう枠が、中央に移動します。
・ 糸を通します。
ポジション２
・ 押え金を上げます。
・ カーソルでアイコンをクリックするか、または
<<F9>>キーを押します。

・ 刺しゅう枠が一番左端に移動します。
・ ボビンの交換が容易に出来ます。
・ スタート・ストップアイコンをクリック、又は
<<F9>>キーを押すと、刺しゅう枠は縫い始
めの位置に戻ります。

・ スタート･ストップボタンを押して、刺しゅうを
再開します。

同調作業を行う
・ 初めて使うとき、または何らかのエラーがあっ
たとき、<<F12>>キーを押すと、刺しゅう枠の
同調を新規に行い、刺しゅう枠を各コーナー
へ移動して同調作業を行います。

刺しゅう枠の位置の修正
・ パソコンに表示された刺しゅう枠の中心と、実
際の中心が合わない場合は、刺しゅう枠の修
正が必要です。

・ 修正は、すべての刺しゅう枠に対して有効です
ので、１回で十分です。

・ 刺しゅう枠にテンプレートをセットします。
・ 今現在取り付けられている刺しゅう枠を選択し
ます。

・ テンプレートの中心点を、矢印キーを使って正
確に針の下に移動します。

・ <<shift>>キーを押したままにします。
・ 画面に表示されたアイコン（刺しゅう枠の配置
アイコンの隣に表示）をクリックします。

・ これで修正が保存されました。

刺しゅう機を初めてお使いになる
前に、必ずミシンに認識させる同
調作業をして下さい。
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刺しゅう枠をセットする

針と押え金を上げる
• 針および押え金を上げます。
• 布表を上にして入れた刺しゅう枠を、金具を
左側にして持ちます。

刺しゅう枠をセットする
• 押え金の下に、刺しゅう枠をくぐらせます。
• 刺しゅう枠の取付け用の金具をつまみます。
• 小さな取付け用クランプの中心点を、刺しゅ
うアームのブラケットに合わせます。
• 刺しゅう枠を下に押しつけて、取り付けます。
• つまんでいた取付け用金具を離します。

刺しゅう枠を取り外す
• 刺しゅう枠の取付け用金具をつまみます。
• そのまま刺しゅう枠を持ち上げて、取り外し
ます。

ミシンのスタート･ストップボタンを使って刺しゅ
うを開始する
・ 押えを下げます。
・ ミシンがスタートするまで、スタート・ストップ
ボタンを押したままにします。

・ 刺しゅう機が、７針ほど縫って、自動的に停止
します。

・ 押えを上げます。
・ 糸端を切ります。
・ 再び押えを下げます。
・ スタート・ストップボタンを押して、刺しゅうを
開始します。

刺しゅうを中断するには
・ 刺しゅう中ならば、スタート・ストップボタンを
押します。

・ ミシンは、即座に停止します。

一つの色を完成させる
・ 押え金をまた下げます。
・ スタート・ストップボタンを押します。
・ 選択した色の部分の刺しゅうを行います。
・ 完成すれば、ミシンは自動的に停止します。

次の色に移る
・ １色の刺しゅうが完成すると、自動的に次の
色の準備に入ります。

・ 上糸を次の色と交換します。
・ そのまま刺しゅうを続けます。

完成後に糸端を切る
・ 押えを上げます。
・ アームから、刺しゅう枠を取り外します。
・ 上下の糸およびデザイン内のつなぎの糸を
切ります。

・ 刺しゅう枠を取り外す際、針板すれすれのと
ころで下糸を切ってしまうと、次の刺しゅうの
ときに糸が絡まってしまう恐れがあります。
下糸は、多少の余裕を持って切るようにして
下さい。

刺しゅうを始める
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メガフープ（オプション）

ボーダー刺しゅう

刺しゅうデータを開く
・ デザインを開きます（P71参照）
・ メガフープファイルに用意された刺しゅうデ
ータを開きます。

・ 必要に応じて刺しゅうデータを編集します。

刺しゅうの準備をする
・ ７１ページを参照して刺しゅうをスタートさせ
ます。

メガフープ刺しゅう枠の移動
・ アニメーションが枠のポジションを変えるよう
に教えてくれます。

・ 押え金を上げます。
・ 刺しゅう枠の手前のプッシュボタンを押し上
げて枠を移動します。

メガフープの刺しゅう枠をポジション（１）に移
動する。
・ ポジション（1）に刺しゅう枠が、かちっと入る
までプッシュボタンを押して移動します。

ポジション（２）
・ 刺しゅう枠のプッシュボタンを押し上げるか、
または引き下げて枠がポジション（２）にかち
っと入るのを確かめます。

ポジション３
・ 枠がポジション（３）にかちっと入るまで移動
します。

刺しゅう枠の位置を確定する
・ 刺しゅう枠の位置を確定するにはアニメーシ
ョンのボタンをクリックするか、ミシンのスター
ト･ストップボタンを押します。

・ 刺しゅう枠が移動して、刺しゅう位置を測定
します。

・ 画面上のスタート･ストップボタンをクリックし
て刺しゅうを始めます。

メガフープを取り外す
・ 枠をポジション（２）に移動します。
・ 枠の左側の２つのプッシュボタンを指で挟ん
で枠を外します。

ボーダー刺しゅうデザインにはひとつのデータ
のものもあれば、幾つかの小さな刺しゅうデータ
の集まりのものもあります。
刺しゅうの終わりは次のスタートポイントになっ
ています。
「ＥＣオンＰＣ」が次のスタート地点を正確に教
えてくれます。　布地を枠に張り替えても構いま
せん。

準備
ボーダー刺しゅうをするときには、刺しゅうする
ラインを布地の上に描いておきます。
枠に布地を張るときには、テンプレートの格子
枠をガイドに使いましょう。

刺しゅうを始める
・ 刺しゅうソフトウェアを起動する。
・ デザインを開きます。
・ デザインのスタートは画面上に○で示され
ています。

・ デザインの終わりは十字マークです。

・ 布地の上で刺しゅうのスタートポイントに印を
つけます。

・ 「ミシンへ書込み」アイコンをクリックして「Ｅ
ＣオンＰＣ」をスタートさせます。

上糸
刺しゅう枠を移動している間にたるん
だ上糸は、スタートする前にたるみを
取り除いておきましょう。
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刺しゅう枠を移動する

・ 刺しゅう枠の中の希望する位置をクリックし
て、刺しゅう枠を移動させます。　緑の十字マ
ークで針落ちポイントが表示されます。（クリ
ックした場所が針の落ちる位置です。）

・ 矢印キーを使って刺しゅう枠を移動させ、針
がデザインの正確な位置を指すようにしま
す。

・ パソコンのキーボードの矢印キーを使って正
確な位置合わせをします。

メモ:
もし開始点と終了点がデザインの中央にある
場合は、刺しゅうソフトウェア<オプション>を使
って位置を変えることが出来ます。

デザインの位置を調整する

・ 刺しゅうデータが画面上で見やすくなるまで
ズームアイコンを何度かクリックします。

・ 「モチーフを移動」アイコンをクリックします。
・ 緑の十字マークと次に縫うデザインの○マ
ークが重なるようにデザインを移動します。
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ステッチのまとめ

1 - 28 実用縫い
1. 直線縫い
2. ジグザグ縫い
3. バリオーバーロック
4. ランニングステッチ
5. 自動留め縫い
6. トリプルステッチおよびトリプルジグザグ
7. まつり縫い
8. ダブルオーバーロック
9. スーパーストレッチ
10. 標準ボタンホール
11. 標準ボタンホール（幅狭）
12. ストレッチボタンホール
13. 鳩目ボタンホール
14. 直線縫いボタンホール
15. 手縫い風ボタンホール
16. ボタン付け
17. 直線縫いアイレット
18. 自動繕い縫い
19. しつけ縫い
20. 強化オーバーロック
21. ギャザリングステッチ
22. ジャージーステッチ
23. ネットステッチ
24. ユニバーサルステッチ
25. 二点ジグザグ
26. ライクラステッチ
27. ストレッチステッチ
28. ニットオーバーロック

２９番から４４番、６６番から１５０番は飾りステッチです。

４５番から６５番はキルトステッチです。

オーロラ 430

ステッチのまとめ



82 ステッチのまとめ

オーロラ 440 QE

1 - 31 実用縫い
1. 直線縫い
2. ジグザグ縫い
3. バリオーバーロック
4. ランニングステッチ
5. 自動留め縫い
6. トリプルステッチおよびトリプルジグザグ
7. まつり縫い
8. ダブルオーバーロック
9. スーパーストレッチ
10. 標準ボタンホール
11. 標準ボタンホール（幅狭）
12. ストレッチボタンホール
13. ラウンドエンドボタンホール（水平バータック）
14. 鳩目ボタンホール
15. 直線縫いボタンホール
16. 手縫い風ボタンホール
17. ボタン付け
18. ジグザグ・アイレット
19. 直線縫いアイレット
20. 自動繕い縫い
21. しつけ縫い
22. ギャザリングステッチ
23. ストレッチオーバーロック
24. ジャージーステッチ
25. ネットステッチ
26. ユニバーサルステッチ
27. 二点ジグザグ
28. ライクラステッチ
29. ストレッチステッチ
30. 強化オーバーロック
31. ニットオーバーロック

３２番から６３番はキルトステッチです。

６４番から１８０番は飾りステッチです。
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オーロラ４５０

1 - 33 実用縫い
1. 直線縫い
2. ジグザグ縫い
3. バリオーバーロック
4. ランニングステッチ
5. 自動留め縫い
6. トリプルステッチおよびトリプルジグザグ
7. まつり縫い
8. ダブルオーバーロック
9. スーパーストレッチ
10. 標準ボタンホール
11. 標準ボタンホール（幅狭）
12. ストレッチボタンホール
13. ラウンドエンドボタンホール（標準バータック）
14. ラウンドエンドボタンホール（水平バータック）
15. 標準鳩目ボタンホール
16. 鳩目ボタンホール（ポイントバータック）
17. 手縫風ボタンホール
18. 直線縫いボタンホール
19. ボタン付け
20. ジグザグ・アイレット
21. 直線縫いアイレット
22. 自動繕い縫い
23. フライステッチ（大）
24. しつけ縫い
25. ギャザリングステッチ
26. ストレッチオーバーロック
27. ジャージーステッチ
28. ネットステッチ
29. ユニバーサルステッチ
30. 二点ジグザグ
31. ライクラステッチ
32. ストレッチステッチ
33. 強化オーバーロック

３４番から６０番、７４番から１６３番は飾りステッチです。

６１番から７３番はキルトステッチです。
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